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学校だより「臨時号」
学校評価特集【前期】

京都市立学校では「学校評価システム」を活用して教育の充実と向上を目指しています。本校におきましても６月に保護者の皆様から「学校アンケート」により評価とご意見をいただきました。お忙しい中，ご協力ありがとうございました。
[image: D:\Pictures\2857.jpg]また，前期のうちに全校児童から学校生活をよりよくするための意見をたずねる「生活アンケート」と教職員の自己評価も合わせて実施いたしました。
これらのアンケート等の結果をお知らせすることによって，保護者の皆様や地域の皆様と学校とで勧修小学校の教育の課題を共有し，本校教育の改善や地域ぐるみで子どもを守り，育てる教育環境づくりに力を合わせて取り組んでいきたいと考えています。保護者の皆様，地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

（1） [bookmark: _GoBack]児童評価，保護者評価，教職員による対比（数字は％）
（分析に当たっては回答総数から「無回答」の回答数を除いた数値を％表示しています。）

	
	
	　　　　　　　　項　　　　　目
	よく出来ている
	大体出来ている
	あまり出来ていない
	できていない

	
	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	Ⅰ

1 
	児
	学校に行くのが楽しい。
	44.2
	41.1
	11.6
	3.1

	
	保
	子どもは，楽しく学校に行っている。
	52.5
	41.7
	5.0
	0.9

	
	教
	子どもは楽しく学校に来ている。
	25.9
	74.1
	0.0
	0.0

	2 
	児
	授業で習ったことはよくわかっている。
	38.0
	42.6
	17.1
	2.3

	
	保
	子どもは，授業が楽しく分かりやすいと言っている。
	18.9
	56.2
	22.5
	2.4

	
	教
	子どもは，学習したことをきちんと理解している。
	0.0
	79.2
	16.7
	4.2

	Ⅱ

3 
	児
	元気のよいあいさつをしている。
	28.7
	48.8
	17.8
	4.7

	
	保
	すすんであいさつできるように働きかけている。
	27.0
	61.9
	10.5
	0.6

	
	教
	子どもは，元気のよいあいさつができている。
	7.4
	74.1
	18.5
	0.0

	4 
	児
	朝ごはんを毎日食べている。
	76.6
	14.1
	6.3
	3.1

	
	保
	朝ごはんをきちんと食べさせている。
	81.6
	15.8
	2.3
	0.3

	
	教
	子どもは，朝ごはんをきちんと食べている。
	13.0
	78.3
	8.7
	0.0

	
5 Ⅲ

	児
	家で読書をしている。
	23.3
	21.7
	27.9
	27.1

	
	保
	子どもは，家で読書をしている。
	10.8
	19.5
	45.8
	23.9

	
	教
	子どもは，家庭で読書をしている。
	0.0
	4.5
	81.8
	13.6

	6 
	児
	宿題や家庭学習をきちんとしている。
	67.2
	21.9
	10.2
	0.8

	
	保
	子どもは，宿題や家庭学習ができている。
	28.7
	53.5
	14.9
	2.9

	
	教
	子どもは，家で宿題や勉強をきちんとしている。
	4.5
	68.2
	27.3
	0.0

	7 
	児
	寝る時刻・起きる時刻に気をつけている。
	24.2
	32.8
	34.4
	8.6

	
	保
	早寝・早起きの習慣がついている。
	25.8
	48.1
	22.0
	4.1

	
	教
	子どもは，寝る時刻・起きる時刻に気を付けて生活をしている。
	0.0
	62.5
	37.5
	0.0

	
8 Ⅳ

	児
	ゲームや携帯（スマホ）をする時間を決めている。
	21.0
	25.8
	30.5
	21.7

	9 
	保
	子どもは，テレビを観たり，ゲームや携帯（スマホ）をしたりする時間を決めて守っている。
	13.7
	30.3
	42.0
	14.0

	10 
	教
	ゲームや携帯（スマホ）をする時間を決めて守っている。
	9.5
	33.3
	52.4
	4.8


【評価結果から】
Ⅰの「学校が楽しい」についての項目では，保護者の皆様からＡとＢの評価をたくさんいただきました。これからも，子どもたちが「楽しい」「早く学校へ行きたい」と思えるよう，一人一人の居場所がある学級づくりに向けて教職員一同，一層努力していきたいと思います。
Ⅱの「あいさつ」については，昨年度よりも評価がやや低くなっています。見守りたいの方にあいさつをしたり，友達や先生にあいさつをしたりするためには，相手に感謝する気持ちをもったり，相手を思いやったりすることが大切です。道徳の時間を中心として心の教育の充実に努めます。
Ⅲの「読書」についての項目では，長年の本校の課題です。読書は，自分の内面を耕すだけでなく，読解力・語彙力を高める上でも効果的です。昨年度は，それまでの取組にプラスして「読書ノートの積極的な活用」「醍醐中央図書館との連携」に取り組んできました。今年度は，昨年度までの取組にさらにプラスして，「週３日の朝読書」「移動図書館の利用」等に取り組んでいます。今後も，学校と家庭・地域が協力し合い，子どもたちの読書環境を整える必要があると考えています。ご家庭でも読書習慣を身に付けるために，地域図書館を利用したり，好きな本について交流したり，読み聞かせをしたりするなどしてみてはいかがでしょうか。
　Ⅳの「ゲーム等の時間」についての項目では，Ａ＋Ｂの評価が保護者の皆様も子ども５０％に至っていません。学校では，低学年から情報モラル指導を行っています。その中で，「ルールを決めることの大切さ」「時間を決め，規則正しい生活を送ることの大切さ」を学んでいます。ご家庭でも，ゲーム・携帯の使用のルールをお子たちと話し合って，決めてみてはいかがでしょうか。
（２）児童評価，教職員による評価の対比（数字は％）Ⅴ

	
	
	項　　　　　目
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	⑨
	児
	学校のきまりや約束をきちんと守っている。
	54.7
	35.9
	7.0
	2.3

	
	教
	子どもは，学校のきまりや約束きちんと守っている。
	7.7
	73.1
	19.2
	0.0

	⑩

	児
	当番や係の仕事を最後までやり切っている。
	65.9
	24.8
	8.5
	0.8

	
	教
	子どもは，当番や係の仕事を最後までやり切っている。
	25.0
	62.5
	12.5
	0.0

	⑪
	児
	夢や目標を持っている。
	60.5
	22.5
	14.0
	3.1

	
	教
	子どもは，夢や目標を持っている。
	16.7
	58.3
	25.0
	0.0


【評価結果から】
Ⅴの項目に関して９０％近くの児童が，「きまりを守ること」「自分の役割を果たすこと」ができていると答えています。しかし教職員は，どの項目も児童の評価より低い結果となっています。母数が少ないので児童や保護者の方々の評価結果と単純に比較することはできませんが，「廊下の歩き方」「授業中のルール」「時間を守る」「持ち物」など，４月当初に確認したきまりを守れていない児童も見られます。「約束だから守る」のでははく，「なぜこの約束があるのか」その意義をしっかりと考え，自主的に守ることができるように指導してきたいと考えています。当番活動では，子どもたちのがんばりをしっかりと認め，自信や充足感をもたせることで，自己肯定感が高まっていくと考えます。本校の児童は，自信がないため何事にも消極的になりがちです。一人一人の自己肯定感・自己有用感を高め，何事にも積極的にチャレンジすることができる子の育成を目指していきたいと思います。
（３）保護者評価（数字は％）
	
	項　　　　　　　　目
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	12 
	よく考え，正しく判断する子に育ってきている。
	15.4
	68.0
	15.7
	0.9

	13 
	人の話を聞き，自分の思いをしっかり話す子に育ってきている。
	14.3
	57.4
	27.4
	0.9

	14 
	目標に向かって努力する子に育ってきている。
	17.3
	55.3
	26.0
	1.4

	15 
	友達のがんばりを認められる子に育ってきている。
	25.5
	64.8
	9.7
	0.0

	16 
	子どもは，自らすすんで学習しようとしている。
	16.6
	44.8
	30.5
	8.1



【評価結果から】
⑫～⑭の項目は，勧修小学校の目指す子ども像「考える子」「しっかり話す子」「夢を広げる子」「うれしさを分け合う子」についての状況を尋ねています。各項目でＡとＢの評価をたくさんいただきました。今後も目指す子ども像に向けて，わかる授業の構築と学習内容の定着化を図り，いま求められている「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業実践をしていきます。そのために，体験的な活動や話合い活動を増やすなどして，子どもが意欲的に取り組むことができるようにしていきます。
（４）保護者評価と教職員による評価の対比（数字は％）

	
	
	項　　　　　　　　目
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	17 
	保
	子どもは， 友達と仲良く学校生活を送っている。
	46.2
	49.1
	3.5
	1.2

	
	教
	子どもは，人の嫌がることをせず，友達と仲良くしている。
	11.5
	65.4
	23.1
	0.0

	18 
	保
	すすんでお手伝いができている。
	13.6
	42.9
	38.2
	5.3

	
	教
	子どもは，すすんでお手伝いができている。
	21.7
	56.5
	21.7
	0.0

	19 
	保
	人の話を聞き，自分の思いをしっかり話す子に育ってきている。
	14.3
	57.4
	27.4
	0.9

	1 
	教
	子どもは，最後までしっかり話を聞くことができる。
	3.8
	57.7
	38.5
	0.0

	2 
	
	子どもは授業中よく発表している。
	13.6
	63.6
	22.7
	0.0

	20 
	保
	学校だより・学年だより・学級だよりやホームページで，学校の様子が分かっている。
	22.1
	63.1
	12.1
	2.7

	
	教
	学校だより・学年だより・学級だよりやホームページで学校の様子を伝えている。
	36.4
	50.0
	13.6
	0.0


【評価結果から】Ⅵ

　　Ⅵの項目に関して保護者の評価は，ＡとＢを合わせても８割には至っておらず，まだまだ指導が不十分であると考えています。「話す・聞く」は生活や学習の基本です。私たち大人が，「ちょっと待って」「また後で」と言ったり，何かをしながら聞いたりするのではなく，子どもたちの話したいという思いをしっかりと受け止め，耳を傾ける必要があると思います。そのような体験の積み重ねが，「もっと話したい」「自分もしっかりと話を聞こう」という気持ちにつながっていくと考えています。今後も，学校と家庭がこのような意識をもって子どもたちに接することが大切ではないかと思います。

保護者回答数　347【児童数回収率82.6％】

【学校運営協議会の方による評価から】
・学年別で分析すると，新たな視点が生まれるのではないか。
・新聞離れが進んでいるのではないか。新聞を職員室の前に置いておくだけでなく，児童の興味がある記事を廊下に掲示するなどしてみてはどうか。
・読書習慣の確立に向けて，学校やPTA，地域は様々な取組を進めているが，読書習慣があまり確立できていないのではないか。
・図書館での本を借りる期間を延ばしてみてはどうか。
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